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研究成果
本研究の研究成果は、すでに発表された以下の論文に記載されている。
本研究の主題である「気分障害の発現機構に関連するクロノタイプと生体リズ
ム関連遺伝子の解析Jに関して、ヒト概日リズムの形成に重要な遺伝子である
hper2遺伝子の多系を検討している。対象は双極性障害患者 88名と健常者 127名
であった。結果は否定的なものであり、現状では hper2が気分障害に対して何らかの
影響を与えている可能性は支持されなかった。しかし、時計遺伝子はまだ多数存在す
ることなどを考え合わせると、本研究の結果は今後も継続する必要があると考えられ
る。
平成 15年度では引き続き時計遺伝子とヒト睡眠・覚醒の関係に関しても検索を続け
ており、引き続き遺伝子多型の検討を行うと同時に、対象患者のクロノタイプ(自
然の概日リズムに対してどのような生活習慣を好むかの傾向、朝型・夜型の生
活習慣など)を検討し、疾患での偏りがないかも検討した。実際のクロノタイ
プの検討にはHorne-Osbergの朝型夜型尺度 (MEQ)を用いた。対象者として
の健常人のデータ収集が先行し、 134名の遺伝子多型の検討、クロノタイプの検
討を行った。
我々の得たMEQ得点は46.2+8.6と米国で報告されるMEQ得点と近いもの
であった。今回検討した時間関連遺伝子はhper1であり、 10例のSNPs検索に
よって、アミノ酸置換を伴う遺伝子多型をひとつ発見した (c3071g)。しかし分
散分析にて検討を行った結果、この遺伝子多型と MEQ得点とのあいだに関連
は見出されなかった。
本研究は、気分障害を対象として新たに我々が見出した遺伝子多型の意味合
いを検討することや、他の時計遺伝子に関しても検討を加えるなど、今後の「気
分障害のリズム障害仮説jの分子レベルで、の研究を進めてゆく上での基礎を形
成するものとなっており、今後も継続した検討を予定している。
